
中－ 1 

 

第３学年 道徳学習指導案 

                                            平成 24年 6月 12日（火）第５校時 

                       指 導 者  教諭  

                                               在籍児童数       ３５  名  

 

 

１ 主題名  命の大切さを感じよう 〔 3-(1) 生命尊重 〕  関連 2-(1) 礼儀 

                                                                 4-(3) 家族愛 

資料名「 家族のアルバム 」   （出典 埼玉県道徳教材資料集（彩の国のどうとく）） 

 

２ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする道徳的価値について 

 本主題は、内容項目 3-(1)「生命の尊さを感じ取り、生命あるものを大切にする。」ことをね

らいとしている。本時では、生命の大切さに関するものとして、自分と同じように友達も育って

きていること、家族に大切にされてきたことに気付き、自他共に生命を大切にする児童を育てる

ことをねらいの中心にしている。 

 本題材の内容項目を中学年のこの時期で考えると、自己中心的な言動が多い段階ではあるが、

他人を認めようとする力も徐々についていく時期でもあると考えられる。誕生の話から生を受け

たことのすばらしさや家族の喜びを通して生命の尊さに気付かせていきたい。また、言葉の大切

さや家族によって自他ともに人は支えられていることをも意識させ、道徳的な心情や実践意欲を

高められるようにしていきたい。 

 

（２）児童の実態について 

 本学級は、素直で人懐こく個性的な児童が多い。男女で協力して活動できることが多く、学校

内だけでなく放課後一緒に遊ぶ姿もあり仲がよい。書写の時間に墨液をこぼしてしまったり、給

食の片づけが遅れてしまったりした時に、誰もが進んで手助けしている様子も見られる。動植物

の観察や世話が大好きで、理科や総合学習での活動に熱心に取り組み、気付いたことをよく報告

してくる。朝の会でのスピーチや担任との会話の中で家族の話がよく出てくることから、家庭で

の様子をうかがい知ることもできる。しかし、児童は自己中心的であることも少なくはなく、ま

た、言葉の使い方や態度から誤解が生じたりすぐに謝れなかったりすることから、トラブルにな

ることもある。気持ちとは反対に上手く行動に移せずにいたり、普段から活発な子が自分から友

達を誘えなかったりする児童もいる。 

 そこで、児童の実態を把握するために、次のような意識調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   意識調査（５月２９日実施  男子１８名 女子１６名 欠席１名） 

１ 友だちとけんかをしたことがありますか。 

    ある  ２４名         ない  １０名 

① どんなことでけんかをしたのですか。 

  ・いやなことをされた（言われた）ので 

  ・自分がやろうとしていたことを先にとられたから 

  ・押してきたから    ・うそをつかれて     ・物の取り合い 

  ・わがままを言ってきた    ・意見が合わなくて 

  ・言った言わないになって   ・待ち合わせ場所を勝手にかえられて 

  ・私は見せてあげたのに、見せてくれなかった 

  ・自分がちょっかいを出して  ・内緒の話を言いふらされて 

 ② 友だちとけんかをしたとき、どんな言葉をつかいますか。 

  ・ばか   ・あほ   ・ふざけるな   ・もういいよ   ・やめて   ・きらい 

  ・何すんだよ   ・これでいい   ・うるさい   ・このやろう   ・最悪 

  ・死ね   ・あっそ   ・もう知らない 
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  以上の「人権尊重を考えた生命」に関するにアンケート結果から本学級の児童の様子が見えてき

た。 

質問１では、私が考えるより友達間の対立経験が少なく驚いた。けんかの経験がないわけではな

いだろうが、あまり感じていない結果かもしれない。けんかをしたことについて、友達をせめるの

ではなく、自分の言動を振り返っている児童も少人数ではあるがいることがわかった。また、自分

の感情のままに、相手を傷つける言葉や生命についても軽々しく口にしてしまう児童もいる。 

質問２、３では、友達からいやなことをされた経験はあっても自分がしてしまったと感じること

が少ないのは、相手のことを考えられず自己中心的な考えであることがわかる。自分がされたらい

やなことでも自分は相手にしてしまう、誰かに立ち止まって指摘されなければ相手にとっていやな

ことなのだという認識が弱い。 

質問４では、うれしくなる言葉を意識させてみた。自分が言われてうれしいことは相手にとって

もうれしいことであること、その反対に自分が嫌だと思うことは相手にとってもいやなことである

ことに気付かせていきたい。うれしい言葉を知ってはいるものの、自分がしてしまったことについ 

 ③ けんかの後、どんな気持ちですか。 

  ・嫌な気持ち １２   ・悪かったかも… ３    ・いらいらした ３ 

  ・相手の気持ちが気になった ２    ・もやもやした ２   ・後悔 ２ 

 

２ 友だちにいやなことをされたことがありますか。 

    ある  ２３       ない １１ 

  ・悪口（ばか、あほ、男のくせに、ださい、おばさん、オラウータン、じじい、死ね） 

  ・物をとられた   ・「あなただれ」と言われた    ・列にわりこみされた 

  ・むこうがやったのに、人のせいにする    ・ぶつ    ・ける 

  ・くつをふまれる   ・かんちょう    ・強い口調    ・しつこい 

 

３ 友だちにいやな思いをさせてしまったことがありますか。 

    ある  １５       ない  １９ 

  ・いやなこと、嫌がる言葉を言った 

  ・乱暴   ・強い口調   ・悪口   ・物にあたる   ・物をとる 

 

４ 言われてうれしくなる言葉 

  ・ありがとう ２９   ・ごめんね ７   ・一緒に遊ぼう ５   ・すごい ５ 

  ・大好き ２   ・がんばって ２ 

  ・やさしいね   ・親切だね   ・サンキュー   ・ナイス   ・おはよう 

  ・上手   ・うまい   ・かしてあげる   ・友だちだよ   ・大丈夫 

 

５ 「生きている」ってどんなことですか。 

  ・楽しいことやかなしいこと、うれしいなどいろいろあること 

  ・成長できること    ・ご飯を食べられたり飲んだりできること 

  ・話ができること    ・遊べること    ・いろんな人と出会うこと 

  ・手や足が動かせること    ・自分や家族を大切にすること 

  ・頑張ること      ・あいさつをすること    ・けんかをすること 

  ・自然に親しむこと   ・学べること   ・大変なこともあること 

  ・命を守ること 

 

６ 大切にしていることは何ですか。 

  ・家族 ２２   ・友だち １５   ・命 ７   ・お金 ４   ペット ４ 

  ・自分  ２   ・物 ４（グローブ、DS） 

  ・アルバム   ・あいさつ   ・けんかをしないこと   ・ありがとう 

  ・気持ち    ・自分で決めたこと    ・スポーツ   ・畑    ・日本 
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ての謝罪や反省の言葉はすぐには出てこない。今回の資料を通して、理解したことが実践に結び付

くよう意識を高めていきたい。        

質問５では、生命や生きていることについて、理解してきていることが分かった。生きているこ

とは、楽しいことばかりではないが、だからこそ成長していけるのだということや成長の喜びに気

付かせていきたい。 

質問６では、大切なものが家族や身の回りにいる人であると感じる児童が多いことが分かった。

それは、生きる上で大切であることを感じとっているからであろう。本資料を学ぶことによって自

分を支える家族や友達についても主人公を通して考えさせていきたい。 

 

（３）資料について 

    本資料は、命は大切だと知りながらも、相手を傷つける言動をとってしまう児童がいる本学級の

児童にとって適した資料である。主人公「たくや」はぶつかってきた「なおき」に対して怒りがお

さまらず「死んじゃえ。」と言ってしまった。「たくや」の気持ちに共感させ、母の様子や父の話

から自分への思いや自分が生まれてきたことをたくさんの人が喜んでくれたことを知り、命を大切

にしようとする気持ちを育てたい。 

  児童は、命や家族が大切だと感じてはいるものの、自分の感情に任せて平気で相手を傷つける言

動をとってしまう。また、その場の雰囲気に流されてふざけ過ぎて結果的に相手にけがをさせてし

まうこともあった。社会には、希薄な人間関係が原因で、心の成長ができずに、生命尊重を無視し

た事件も起きている。誰もがもっている生命の大切さ、礼儀、家族愛など、主人公を通してこれか

らの生き方について考えさせていきたい。そして、人は自分一人で生きているのではなく、周囲に

支えられて生きていることや生命の大切やすばらしさについて、生命あるものすべてを大切にしよ

うとする心を育てていきたい。 
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３ 研究テーマとのかかわり 

 

 本校の研究主題 

 

  

○中学年のテーマ 

 「 友だちの考えに耳を傾けながら、自分の思いを素直に表現し合い、より深く自己をみつめること

ができる道徳の時間 」 

 

〔視点 1〕児童の実態を生かした工夫               

 ・アンケートの結果を知らせ、めあてにせまるための意識を高める。 

 ・意図的指名によって、より学級の実態に即した授業を展開する。 

 ・児童一人一人の実態を把握し、アンケートや感想カードへの記入を通して児童の変容を確認する。 

 

〔視点２〕話合いを深めるための工夫 

 ・物語の中の「たくや」に児童が共感できるように場面絵や短冊を活用する。 

 ・児童が心に残ったところをもとに、話合いを進めていく。 

 ・ワークシートを事前に配布しておき、児童の考えを記入させ発表に生かす。 

 

〔視点３〕「自己を見つめる」時間の工夫 

 ・終末に自己を振り返る時間を取り入れ、今までの自分について振り返るとともに自分自身に話題

を返し、実際の生活上に返って考えさせる。 

 ・自分の小さかった頃の写真をスライドにして見せるとともに、家族の思いが書かれた手紙を聞き、

みんな大事にされていることを確認し、自他共に大切にしていこうという気持ちを高めさせる。 

 

４ 本時のねらい 

  命の尊さを感じ取り、命あるものを大切にしようとする心情を育てる。 

 

５ 学習指導過程 

段 階 学習活動 ・主な発問  予想される児童の反応 指導上の留意点 ☆評価 時間 

導

入 

気

づ

く 

○意識調査の提示 

アンケートの結果を

聞く。 

○本時の学習課題を明

確にする。 

・今日は命の大切さにつ

いて考えていきまし

ょう。 

・アンケートの結果を聞き、

学級の友達がどのように

考えているのかを知る。 

 

・学級の実態を知らせること

で価値の方向付けを図る。 

・本時の観点を児童に伝え、

本時の方向性を示す。 

・本時の課題について話し合

おうとする意欲をもたせ

る。 

２分 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

開 

 

 

 

と

ら

え

る 

○資料について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教師の判読を聞く。 

○心に残ったところに

・登場人物の条件、情況を知

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・条件、情況を理解しやすい

ように人物絵や短冊を活

用する。 

・主人公の気持ちを考えなが  

ら聞くようにさせる。 

・心に残ったところを児童に

発表させ、それをもとに柱

立てをしていく。 

・話の展開がわかりやすくな

るように絵やカードを活

用する。 

８分 

 

 

 

 

『人とのかかわりを大切にし、共によりよく生きようとする児童の育成』 

  ～温かい人間関係を通して、心と体のよりよい発達を目指す～ 

主人公…たくや 友達…なおき 母 父 

条件・情況 

・昼休みに、飛び出してきたなおきとぶつかっ

てころぶ。 

・けんかになり、「死んじゃえ」と言ってしま

う。 
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展 

 

 

 

 

 

 

 

開 

線を引く。 

○学習の方向性を確認

する。 

 ☆主人公の気持ちを考えて

みたいという意欲がもて

たか。 

深 

 

 

 

 

 

め 

 

 

 

 

 

る 

○主人公「たくや」の気

持ちを中心に話し合

う。 

１ 「おまえこそ、死ん

じゃえ。」と言ったと

きの気持ちを考えよ

う。 

 

 

 

 

 

 

 ・たくやを心配するお

母さんの気持ち 

 

 

 

 

 

 

２ 家族の写真を見な

がらお父さんの話を

聞いたときの気持ち

を考えよう。 

 

 

 

 

 

３ 「行ってきます」と

元気よく学校へむか

うときの気持ちを考

えよう 

 

 

 

・ぶつかってきておいてなん

だよ。 

・なんであやまらないんだ。 

・そっちからいってきたんだ

から、ぼくはわるくない。 

 

 

 

 

・何かあったのかしら。 

・死んじゃえなんてどうして

いったの。 

・しんぱいしているのよ。 

 

 

 

 

・死んじゃえなんていってわ

るかったな。 

・生まれてきた時、みんなよ

ろこんでくれていた。 

・ぼくもなおきくんも大切に

されている。 

 

 

・なおきくんにあやまるよ。 

・なかなおりしてくるよ。 

・もう、死んじゃえなんてい

わないよ。 

・自分も友だちも同じ。 

 

 

 

・自分だったらどうしてしま

うか考えさせる。 

・怒りがおさまらず、言葉が

エスカレートしてしまっ

たたくやの気持ちに共感

させる。 

☆けんかになってしまった

主人公の気持ちに共感で

きたか。 

・「ランドセルを思いっきり

ほうり投げた」「別に」「小

さな声」「お母さんには関

係ない」をキーワードとし

て家族にも心配をかけて

いることに気付かせる。 

 

・自分の生命だけでなく、な

おきくんの生命について

も考えるたくやの心の内

を深く考えさせる。 

☆お父さんの言葉から、自分

もなおきくんも同じよう

に大切にされていること

に気付いたか。 

・生命がかけがえのないもの

であることに気付き、お互

いの生命を大切にしてい

こうという前向きな気持

ちを押さえる 

☆自他の生命の大切さに気

付き、生命を大切にしてい

こうとする気持ちが高ま

ったか。 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15分 

 

 

 

 

 

 

 

４分 

 

 

 

 

 

 

 

み

つ

め

る 

○今日の学習を振り返

って、思ったことを書

きましょう。 

 ・今までの自分自身を振りか

って書かせる。 

８分 

 

終  

末 

 

あ

た

た

め

る 

○家族との写真を見な

がら、家族からの手紙

を聞く。 

 ☆家族の思いを知り、誰もが

大切にされているのを感

じて、自他共に生命を大切

にしていこうとする心情

を深めることができたか。 

３分 
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６ 評価の観点 

○児童側の観点 

 ・主人公の気持ちに共感して、自分なりの考えをもつことができたか。（発言・観察） 

   ・生命を大切にすることは、自他共に大切にした言動であることに気付き、これからの生活に

つなげようという意識が高まったか。〈振り返りシート〉 

 

    ○教師側の観点 

   ・児童が主人公の気持ちに共感できるような授業の展開ができたか。(発言・観察) 

   ・児童が考えを深めることができるような発問や声かけができたか。〈発問・観察〉 

   ・授業を通して、児童がどんな気付きを得られたか、適切に評価することができたか。（振り

返りシート） 

 

 

７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 資料分析 

  スタートの条件・情況 

 

・昼休み、教室にもどろうとしたぼくは、飛び出してきた

なおきくんとぶつかってころんでしまった。 

・なおきくんとけんかになり「死んじゃえ」と言い合う。 

 

 

 

登場人物 

・主人公 ぼく（たくや） 

・友達のなおきくん 

・お母さん 

・お父さん 

 
 
 
 

家
族
の
ア
ル
バ
ム 

 
 
 
 
 

た
く
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
お
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
び
だ
し
て 

 
 

ぶ
つ
か
っ
て
こ
ろ
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 

ど
こ
見
て
歩
い
て
い
る
ん
だ 

 
 

い
た
い
の
は
こ
っ
ち
だ 

 
 
 
 
 
 

何
だ
よ
。
う
る
せ
え
な
。 

何
だ
。
あ
や
ま
れ
。 

 
 
 
 
 
 
 

う
る
せ
え
。
た
く
や
な
ん
か 

お
前
こ
そ 

 

 
 

家
に
帰
っ
て 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
母
さ
ん 

 

わ
る
い
の
は
ぼ
く
じ
ゃ
な
い 

 
 
 
 
 
 

ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と 

 

な
お
き
く
ん
が
先
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
ん
ぱ
い
な
の
よ 

 
い
い
か
え
し
た
だ
け
だ 

  

 
 

 

そ
の
夜 

 
 
 
 
 

お
父
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
ま
れ
る
前
な
ん
ど
か
命
が
あ
ぶ
な
か
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
ん
な
し
ん
ぱ
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
ん
な
う
れ
し
か
っ
た
ん
だ
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

次
の
朝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

ご
め
ん
な
さ
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぼ
く
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家
族
ま
で
か
な
し
ま
せ
て
し
ま
う 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

な
お
き
く
ん
に
あ
や
ま
っ
て
く
る
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 

も
う
「
死
ん
じ
ゃ
え
」
な
ん
て
い
わ
な
い
よ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

友
だ
ち
の
こ
と
も
大
切
に
す
る
よ 

       

顔 

顔 

死
ん
じ
ゃ
え 

 

けんかの絵 

 

お母さんの絵 

 

写真の絵 

一
番
う
れ
し
い
の
は
、
今
、
た
く
や
が
こ
こ
に
い
て

く
れ
る
こ
と
な
ん
だ
よ
。
な
お
き
く
ん
の
お
う
ち
も

同
じ
じ
ゃ
な
い
か
な
。 

 

たくやの絵  
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《時間的・空間的場面》       《 キーワード ・ 主人公の感情背景 》 

たくや        なおき      お母さん・お父さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼休み、教室にも

どろうとして 

むこうからぶつか

っておいてぼくは

悪くない。 

学校から帰ると、ラ

ンドセルをおもい

きりほうり投げた。 

「学校でなにかあった

の。」 

心配そうに 

「別に、なんでもな

いよ。ほっといてく

れよ。」 

「ほっとけないわよ

。」 

何度も聞く 

「たくやは言わなかっ

たわよね。」 

「えっ。」 

「なおきくんが先

に死んじゃえって

言ったんだ。」 

小さな声 

「たくや、聞いて…。」 

なみだをうかべ

て、しずかに話 

「お母さんには関

係ないよ。もういい

だろう。」 

学校から帰って 

２階へかけ

上がった 

その夜、写真を見なが

ら 

「みんなどれだけ心配した

ことか。たくやが生まれた

時は本当にみんなうれしか

ったんだよ。」 

ぼくをかこんで、み

んなが楽しそうに

笑っている写真 「一番うれしいのは、今、た

くやがここにいてくれること

なんだよ。なおきくんのおう

ちも同じじゃないのかな。」 
次の日の朝 

「死んじゃえ」 

写真を見な

がら静かに 

「どこ見て歩いて

んだよ。」 
「ぶつかってきた

のはなおきくんだ

ろ。あやまれ。」 

「うるせえな。」 
思わず言

い返す 

お母さんにあや

まる 「いってらっしゃい。 

気をつけてね。」 

笑顔で 

「行ってきます。」 

元気よく 

心の変容 
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９ 総合単元的な道徳学習の計画 

 

 

 

 

ねらい：命の尊さを感じ取り、命あるものを大切にしようとする心情を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童会行事（６月） 

中曽根小祭り 

 自分達で立案実行し

たお店を出すことで、

家族にその姿を見ても

らい活動を通じて成長

の喜びを感じ合う。 

学校行事（５月） 

「遠足」 

 家族につくってもら

った弁当に感謝すると

ともに、元気に活動でき

る喜びを感じる。 

理科（６月） 

「チョウをそだてよう」 

 チョウが育つ様子に

興味・関心をもち、進

んで飼育し、幼虫を愛

護しようとする。 

理科（４月） 

「しぜんかんさつ」 

「植物を育てよう」 

 身のまわりの生物の

ようすや周囲の環境に

興味・関心をもち調べ

たり、成長に期待しな

がら世話を続けようと

したりする。 

国語（４月） 

音読しよう 

「きつつきの商売」 

 動物やまわりのようす

がわかるように音読しよ

う。 

      

3-(1) 生命尊重 

                                                           2-(1) 礼儀   4-(3) 家族

愛 

オリエンテーション 

・本時の主人公の心情をどう思うか事前にカードに記入させて、学習意欲につなげる。 

・道徳の時間だけでなく、他教科日常での活動などを通して命の大切さを感じ取らせ、命を大切 

にしようとする心情を育てる。 

 

 

生きものを大切に（５月） 

『大自然のおきゃくさん』 

3-(2) 自然愛、動植物愛護 

 動植物に親しみ、大切にしよう

とする心を育てる。 

 

学級活動（４月） 

「学級目標を決めよう」 

 みんなでよりよいクラ

スをつくっていくために

は、どうしたらよいかを

考えられるようにする。 

命の大切さを感じよう〈本時〉 

『家族のアルバム』 

3-(1) 生命尊重 

とおといいのちはみんなの手で 

（７月）『目の見えない犬』 

3-(1) 生命尊重 

生命の尊さを感じ取り、命あるも

のすべてを大切にしようとする

心情を育てる。 

わたしは家族の一員（５月） 

  『母の日のプレゼント』 

4-(3) 家族愛 

 働くことは家族の一員の役割と

して大切であることを知り、みんな

で助け合い、温かい家庭をつくって

いこうとする心情を育てる。 

日常の活動 

朝の会「５文スピーチ」 

帰りの会「素晴らしかった人」 

 日常生活の中で、よか

ったことや嬉しかった

ことなど、家族や友達を

大切にしたことを見つ

けられるようにする。 

生活の中であたたかい言葉

や行動、素晴らしいことなど

を見つけさせ、学級掲示に活

用していく。 

学級便りやこころんだより

で家庭に積極的に知らせると

ともに懇談会においても命の

大切さについて考える児童の

様子を伝え、家庭でも意識し

ていただくよう伝える。 

総合単元名 命の大切さを感じよう(４月～７月) 

命の大切さ 
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１０ 備考 

 こころんカード（振り返りカード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
こ
ろ
ん
カ
ー
ド 

 

月 
 
 

日 

名
前
（  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
☆
今
日
の
学
習
を
通
し
て
思
っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

（今
ま
で
の
自
分
は
ど
う
で
し
た
か
。
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
） 


